
（ 1）　2021年11月15日 全消協ニュース 第117号

全国消防職員協議会発行／編集責任者　田立　理／東京都千代田区六番町１　自治労会館／☎（03）3263- 0271
ホームページアドレス／http://zensyokyo.jp/

全消協ニュース117号

さ
ら
な
る
活
動
展
開
に
向
け
、

２
０
２
２
年
度
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

参
加
し
た
。

︻
村
上
直
樹
会
長
挨
拶
︼

　

当
初
、
組
織
拡
大
の
観
点
か
ら
山
口

県
山
口
市
に
お
い
て
、
参
集
開
催
を
め

ざ
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、「
日
本
の

消
防
職
員
の

代
表
た
る
組

織
と
し
て
、
責

任
あ
る
対
応

を
と
る
こ
と

が
不
可
欠
」
と

の
考
え
の
も

と
ウ
ェ
ブ
開

催
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

そ
の
た
め
、
民

主
的
な
運
営

を
行
い
公
平
・

公
正
に
説
明

責
任
を
果
た
し
、

代
議
員
の
み
な
さ
ん
に
理
解
い
た
だ
く

た
め
事
前
に
単
協
代
表
者
会
議
も
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ブ
で
の
総
会
は
全
消
協
史
上
初

の
試
み
で
あ
り
、
議
事
進
行
・
投
票
等
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
の
開
催
と

な
る
が
、
今
後
２
年
間
の
活
動
方
針
、

そ
し
て
予
算
等
を
決
定
す
る
重
要
な
総

会
と
な
る
た
め
、
代
議
員
の
皆
様
の
ご

協
力
と
活
発
な
審
議
を
お
願
い
し
た
い
。

︻
議
事
概
要
︼

·
議
長
団
選
出
︵
越
谷
消
協
杉
田
貴

則
さ
ん
、
亀
山
消
協
浦
野
慎
治
さ

ん
︶

·
村
上
会
長
挨
拶
︵
上
記
参
照
︶

·
新
規
加
盟
単
協
紹
介
・
挨
拶

︵
代
表
:
中
頓
別
町
消
協
原
岡
会
長
︶

︵
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２
単
協　

剣
淵
消
協
・
中
頓
別
町
消
協
︶

·
来
賓
挨
拶

青
木
雄
次
自
治
労
本
部
総
合
組
織
局

長鬼
木
ま
こ
と
第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
自
治
労
組
織
内
候
補
予
定
者

·
２
０
２
１
年
度
活
動
経
過
報
告

竹
内
洋
司
事
務
局
長

·
女
性
連
絡
会
活
動
経
過
報
告

長
谷
川
亜
純
女
性
連
絡
会
代
表

·
ユ
ー
ス
部
活
動
経
過
報
告

永
楽
勝
久
ユ
ー
ス
部
代
表

·
２
０
２
１
年
度
会
計
決
算
報
告

沼
田
健
太
郎
副
会
長

·
２
０
２
１
年
度
会
計
監
査
報
告

中
村
智
幸
会
計
監
査

·
２
０
２
２
︱
２
０
２
３
年
度
活
動
方

針
案

須
藤
洋
典
副
会
長

·
２
０
２
２
年
度
予
算
案

沼
田
健
太
郎
副
会
長

·
役
員
選
挙
委
員
会
報
告

三
好　

浩
一
郎　

役
員
選
挙
委
員
会

委
員
長

·
２
０
２
２
︱
２
０
２
３
年
度
役
員
信

任
投
票

　

な
お
、
質
疑
に
つ
い
て
は
出
席
代
議

員
４
名
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
︵
質
疑
内

容
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
予
定
︶。

ま
た
、
全
て
の
議
事
に
つ
い
て
「
ｅ
投

票
」
で
承
認
等
を
求
め
、
全
て
可
決
・

承
認
︵
役
員
投
票
に
あ
っ
て
は
信
任
︶

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
体
制
強
化
に

つ
い
て
の
緊
急
決
議
を
提
起
し
、
代
議

員
か
ら
多
く
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ

た
。

　

最
後
に
、
須
藤
洋
典
新
会
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
こ
の
日
の
総
会
を
終
了
し

た
。

︻
須
藤
洋
典
新
会
長
挨
拶
︼

　

全
消
協
は
新
た
な
役
員
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
、
様
々
な
課
題
解
決
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
誓
い

す
る
。

　

問
題
を
共
有
し
課
題
を
抽
出
す
る
こ

と
、
そ
し
て
抽
出
し
た
現
場
の
課
題
を
、

国
な
ど
に
申
し
入
れ
す
る
こ
と
が
役
割

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
活
発
な
活
動
を

展
開
し
、
今
ま
で
以
上
に
会
員
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
並
び
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
主
眼
を
置
い
た
活

動
に
取
り
組
み
、
組
織
強
化
に
も
つ
な

げ
て
い
く
。
全
て
の
会
員
の
全
消
協
結

集
・
協
力
を
お
願
い
す
る
。
共
に
頑
張

ろ
う
！

︻
２
０
２
２
︱
２
０
２
３
年
度
役
員
体

制
︼

　

２
面
参
照

　

２
０
２
１
年
９
月
10
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
情
勢
を
踏

ま
え
、
初
の
完
全
ウ
ェ
ブ
で
全
消
協
第

45
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
代
議
員

２
４
９
名
の
う
ち
２
１
８
名
の
仲
間
が

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
全
消
協
第
45
回
定
期
総
会
を
完
全
ウ
ェ
ブ
で
開
催
〜

全
消
協
第

全
消
協
第
4545
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

写真は第43回定期総会
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役
員
体
制

川北　研人
四日市市消防職員協議会
（三重県）

西尾　基貴
尾道消防職員協議会
（広島県）

長谷川　亜純
函館市消防職員協議会
（北海道）

山端　孝明
高松市消防職員協議会
（香川県）

石黒　和久
新潟市消防職員協議会
（新潟県）

須藤　洋典
高松市消防職員協議会
（香川県）

岡　大祐
佐伯市消防職員協議会
（大分県）

佐藤　昭徳
延岡市消防職員協議会
（宮崎県）

小野　英一
釧路市消防職員協議会
（北海道）

田立　理
越谷市消防職員協議会
（埼玉県）

吉村　大作
指宿南九州消防職員協議
会
（鹿児島県）

櫻木　圭
草加八潮消防職員協議会
（埼玉県）

斉藤　好太郎
上田消防職員協議会
（長野県）

右門　秀敏
松阪地区広域消防組合消
防職員協議会
（三重県）

長谷部　寛
交野市消防職員協議会
（大阪府）

吉永　紗弓
佐賀広域消防職員協議会
（佐賀県）

永楽　勝久
鳴門市消防職員協議会
（徳島県）

髙橋　博美
伊達地方消防組合職員協
議会
（福島県）

竹本　典孝
新見市消防職員協議会
（岡山県）

事務局次長中国ブロック幹事

北海道ブロック幹事四国ブロック幹事

東北ブロック幹事 会　長九州ブロック幹事

副会長

副会長

事務局長

事務局次長

関東甲ブロック幹事

北信ブロック幹事

東海ブロック幹事

近畿ブロック幹事

女性連絡会代表

ユース部代表

会計監査

会計監査

2022年度
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会
長
挨
拶

会
長
挨
拶

ユース部幹事

特別幹事

女性連絡会幹事

朽木　麻里奈
西いぶり消防職員協議会
（北海道）
副代表

佐々木　嘉孝
音威子府村消防職員協議
会
（北海道）

上村　辰矢
鈴鹿市消防職員協議会
（三重県）

美齊津　麻衣
上田消防職員協議会
（長野県）

鈴木　直人
湯沢雄勝消防職員協議会
（秋田県）

森崎　雅己
奈良県広域消防職員協議
会
（奈良県）

佐藤　倫子
津市消防職員協議会
（三重県）

上野　将儀
日光市消防政策研究会
（栃木県）
副代表

田邊　寧人
福山消防職員親和会
（広島県）

三好　葵
高松市消防職員協議会
（香川県）

関野　晃充
須坂市消防職員協議会
（長野県）

北川　彰平
杵藤地区消防職員協議会
（佐賀県）
副代表

村上　直樹
春日・大野城・那珂川消防行政研究会

（福岡県）

竹内　洋司
四日市市消防職員協議会

（三重県）

斉藤　英之
須坂市消防職員協議会

（長野県）

北海道ブロック北海道ブロック東海ブロック

東北・関東甲・
北信ブロック

東海・近畿・
中国ブロック

東北ブロック近畿ブロック

関東甲ブロック中国ブロック

四国ブロック北信ブロック九州ブロック

　

第
45
回
定
期
総
会
に
て
会
長
に

信
任
い
た
だ
い
た
須
藤
洋
典
︵
高

松
市
消
協
︶
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

全
消
協
結
成
以
来
経
験
を
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
下
で
新
体
制
発
足

と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
協
議
会
活
動
を
制
限
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

最
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
を
受
け

て
い
る
の
が
我
々
の
職
場
環
境
・

労
働
条
件
・
安
全
衛
生
に
関
す
る

こ
と
で
あ
り
、
全
て
の
職
場
に
お

い
て
改
善
を
は
か
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

現
在
、
全
消
協
は
先
輩
方
の
功

績
と
自
治
労
の
ご
協
力
に
よ
り
、

総
務
省
消
防
庁
に
対
し
直
に
改
善

要
望
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
我
々
の
仕
事
の
ル
ー

ル
を
制
定
す
る
国
会
に
お
い
て
も
、

自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会

︵
１
１
９
人
︶
の
協
力
の
も
と
、
消

防
行
政
の
実
情
を
国
政
の
場
で
訴

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

全
消
協
が
直
接
、
各
単
協
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
政
府
や
国
会
議
員
、
ま
た

全
国
幹
事
会
に
お
い
て
収
集
し
た

情
報
︵
問
題
解
決
事
例
等
︶
を
迅

速
に
加
盟
単
協
と
共
有
し
、
解
決

に
む
け
て
政
府
・
省
庁
対
策
な
ど

で
き
得
る
対
応
を
全
力
で
行
う
こ

と
が
、
間
接
的
で
は
あ
り
ま
す
が

各
単
協
の
問
題
解
決
に
役
立
つ
と

考
え
ま
す
。
そ
う
し
た
組
織
運
営

を
目
標
に
全
消
協
活
動
に
邁
進
す

る
覚
悟
で
す
。

　

会
長
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
支
え
な

し
で
は
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
全
消
協
幹
事
会
の

み
な
ら
ず
、
単
協
・
県
消
協
・
ブ

ロ
ッ
ク
で
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
単
協
役

員
を
、
単
協
役
員
は
県
︵
消
協
︶

役
員
を
、
県
︵
消
協
︶
役
員
は
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
を
、
そ
し
て
ブ
ロ
ッ

ク
役
員
は
全
消
協
役
員
を
支
え
て

く
だ
さ
い
。
全
消
協
幹
事
会
と
し

て
会
員
の
皆
さ
ん
の
信
頼
・
負
託

に
応
え
つ
つ
、
全
て
の
加
盟
単
協

の
活
動
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る

よ
う
、
役
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
叱
咤
激
励
を
重
ね
て
お

願
い
し
会
長
就
任
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

全
国
消
防
職
員
協
議
会

会
長
　
須
藤
洋
典
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
活
動
の
経
緯

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
活
動
の
経
緯

２０２１
年度

　

冒
頭
、
村
上
全
消
協
会
長
が
、「
全
国

各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
対
応
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ
敬
意
を
表

す
る
。
国
民
・
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
消
防
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

強
化
と
職
場
環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
今

後
も
奮
闘
し
て
い
く
」
と
主
催
者
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
高
橋
篤
自
治
労
本
部
副
中

央
執
行
委
員
長
が
、「
消
防
職
員
の
団

結
権
獲
得
、
職
場
環
境
の
改
善
と
よ
り

良
い
消
防
行
政
の
確
立
に
向
け
て
引
き

続
き
、
全
消
協
と
連
携
を
強
固
に
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」
と
力

強
い
連
帯
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
各
種
提
起
の
の
ち
各
県
代
表

者
と
の
活
発
な
議
論
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
最
後
に
、
村
上
会
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

【
概 

要
】

１
．�

第
44
回
定
期
総
会
に
関
す
る
事

項

⑴�

書
面
審
議
ま
で
の
経
緯
（
概
略
）

⑵�

拡
大
県
代
表
者
会
議
に
お
け
る
討

議
事
項

２
．�

今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て

の
検
討
事
項

⑴�

組
織
強
化
・
拡
大
特
別
支
援
金
制

度

【
概 

要
】

Ⅰ �

書
面
総
会
開
催
前
の
対
応

１
．�

幹
事
会
に
お
け
る
協
議
経
過

⑴�

２
０
２
０
年
度
第
３
回
幹
事
会

　

第
44
回
定
期
総
会
の
開
催
に
む
け

た
検
討
を
開
始

⑵�
第
４
回
幹
事
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
踏
ま

え
た
開
催
可
否
に
つ
い
て
検
討

⑶�

第
５
回
幹
事
会

　

現
時
点
で
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し

た
開
催
可
否
お
よ
び
方
法
を
検
討

２
．�

幹
事
会
に
お
け
る
判
断

⑴�

総
会
の
開
催
に
関
す
る
判
断

⑵�

発
文
に
つ
い
て
の
対
応
事
項

３
．
発
文
に
よ
る
対
応
の
経
過

⑴�

第
44
回
定
期
総
会
の
対
応
に
つ
い

て

�【
全
消
協
発
第
35
号
７
月
６
日
】

　

主
催
集
会
に
関
連
し
て
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
の
社
会
的
影
響
、
消

防
職
員
の
要
員
確
保
や
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
第
44
回
定
期
総
会
に
つ

い
て
は
参
集
を
回
避
し
、
書
面
審
議

と
す
る
こ
と
と
し
質
疑
機
会
の
確
保

や
賛
否
確
認
の
透
明
性
な
ど
、
可
能

な
限
り
民
主
的
な
手
続
き
と
な
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
を
発
出
。

⑵�

第
44
回
定
期
総
会
の
対
応
に
つ
い

て
（
そ
の
２
）

【
全
消
協
発
第
39
号
７
月
31
日
】

　

２
０
２
０
年
度
活
動
方
針
小
委
員

会
の
協
議
に
基
づ
き
、
役
員
選
出
基
準
、

代
議
員
の
登
録
と
成
立
要
件
、
議
案

の
提
案
と
質
疑
機
械
の
確
保
に
つ
い

て
な
ど
、
具
体
的
に
定
め
た
内
容
を

発
出
。

Ⅱ 
書
面
審
議
の
経
過

１
．�
総
会
議
長
と
の
打
ち
合
わ
せ

（
ウ
ェ
ブ
会
議
：
８
月
20
日
）

２
．
幹
事
会
の
経
過
に
つ
い
て

⑴�

総
会
前
幹
事
会

３
．
発
文
に
よ
る
経
過
に
つ
い
て

⑴�

第
44
回
定
期
総
会
の
対
応
に
つ
い

て
（
そ
の
３
）

【
全
消
協
発
第
45
号
８
月
21
日
】

　

総
会
前
幹
事
会
お
よ
び
総
会
役
員

（
議
長
・
役
員
選
挙
委
員
長
）
の
協
議

を
開
催
し
、
①
総
会
の
成
立
要
件
の

確
認
、
②
質
問
お
よ
び
答
弁
の
確
認
、

③
賛
否
等
の
確
認
方
法
、
④
役
員
信

任
投
票
の
方
法
、
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
定
め
た
内
容
を
発
出
。

Ⅲ 

書
面
総
会
後
の
対
応

1
．
幹
事
会
の
経
過
に
つ
い
て

⑴�

総
会
幹
事
会

２
．
発
文
に
よ
る
対
応
の
経
過
に
つ

い
て

⑴�

全
消
協
第
44
回
定
期
総
会
の
対
応

に
つ
い
て
（
そ
の
４
）

【
全
消
協
発
第
49
号
９
月
７
日
】

　

第
44
回
定
期
総
会
（
書
面
総
会
）

に
お
け
る
議
決
結
果
、
な
ら
び
に
今

後
に
む
け
た
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

出
。

本
部
提
起
：『
第
44
回
定
期
総
会
（
書
面
審
議
）
に
係
る

経
過
と
今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
の
検
討
事
項
の
概
要
』

『
第
44
回
定
期
総
会
（
書
面
審
議
）
に
関
す
る
経
過
に
つ
い
て
』

全
消
協
副
会
長　

須
藤 

洋
典

全
消
協
事
務
局
長　

竹
内 

洋
司

⑵�

情
報
公
開
・
共
有
・
提
供
の
あ
り

方
⑶�

今
後
の
集
会
等
の
方
向
性

３
．�

今
後
の
全
消
協
活
動
の
展
開
に

つ
い
て

⑴�

消
協
活
動
の
根
本
意
義
の
再
確
認

⑵�

韓
国
の
消
防
職
員
の
取
り
組
み
と

成
果

⑶�

今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て

２
０
２
１
年
３
月
９
日
（
火
）
全
消
協
は
第
44
回
定
期
総
会
（
書
面
）
を
補
完
す
る
た
め
、

『
全
消
協
拡
大
県
代
表
者
会
議
』
を
ウ
ェ
ブ
会
議
（
各
県
参
集
）
で
開
催
し
た
。

全
消
協
拡
大
県
代
表
者
会
議
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１
．�

組
織
強
化
・
拡
大
特
別
支
援
金

制
度

⑴�

検
討
経
過

⑵�

特
別
支
援
金
要
綱
等

⑶�

今
後
の
取
り
組
み
と
ブ
ロ
ッ
ク
へ

の
要
請
内
容

①�

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②�

財
政
に
関
す
る
要
請

　

�︿
財
政
担
当
者
を
選
出
し
適
正
な
出

納
管
理
﹀ 

　
︿
合
理
的
な
特
別
支
援
金
の
運
用
﹀ 

２
．�

２
０
２
１
年
度
の
各
種
行
事
の

開
催
方
法

⑴�

労
働
講
座
・
ユ
ー
ス
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー

　

①
ウ
ェ
ブ
（
Z
o
o
m
を
使
用
）

に
よ
る
複
数
日
開
催
、
②
単
協
や
自

宅
な
ど
の
Ｐ
Ｃ
等
か
ら
個
別
を
含
め

た
参
加
方
法
、
③
日
当
等
の
取
り
扱
い
、

④
デ
ー
タ
の
限
定
公
開
、
な
ど
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

⑵�

研
究
集
会

　

６
月
に
香
川
県
高
松
市
に
お
い
て
、

参
集
を
基
本
に
開
催
す
る
方
向
で
検

討
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
般
の
コ
ロ

ナ
禍
を
踏
ま
え
多
角
的
に
検
討
し
て

い
る
。 

⑶�

定
期
総
会

　

広
島
県
広
島
市
で
の
開
催
予
定
で

あ
る
が
、
情
勢
は
不
透
明
で
あ
る
。

可
能
な
限
り
通
常
通
り
の
開
催
方
法

と
す
る
た
め
、
①
日
程
は
２
０
２
１

年
９
月
、
②
組
織
強
化
・
拡
大
の
観

点
も
踏
ま
え
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

県
で
開
催
す
る
、
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
を
第
３
回
幹
事
会
（
12
月
３
日
）

で
決
定
し
た
。 

３
．�
２
０
２
２
年
度
以
降
当
面
の
諸

行
事
に
関
す
る
考
え
方 

⑴�

集
会
の
開
催
時
期
お
よ
び
判
断

①�

集
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
感
染

状
況
に
注
視
し
つ
つ
、
換
気
等
も

行
い
や
す
い
時
期
の
通
常
開
催
を

め
ざ
す
。

②�

開
催
可
否
等
に
あ
た
っ
て
は
以
下

を
判
断
基
準
に
検
討
す
る
。

　

�

ア　

政
府
レ
ベ
ル
（
全
国
）
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
で
は
中
止

　

�

イ　

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
当
該

都
道
府
県
の
参
集
を
回
避
し
個
別

に
ウ
ェ
ブ
参
加
、
そ
れ
以
外
の
都

道
府
県
に
あ
っ
て
は
県
内
本
部
に

参
集
の
上
ウ
ェ
ブ
参
加

　

�

ウ　

ご
く
少
数
の
都
道
府
県
（
例

え
ば
１
都
３
県
）
レ
ベ
ル
で
は
当

該
都
道
府
県
の
参
集
を
回
避
し
個

別
に
ウ
ェ
ブ
参
加
、
そ
れ
以
外
の

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
感
染
拡
大

地
域
以
外
で
参
集
参
加

　

�

エ　

い
ず
れ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、

全
消
協
ウ
ェ
ブ
会
議
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
お
よ
び
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
遵
守

⑵�

集
会
開
催
方
法
等
に
つ
い
て

　

以
下
３
つ
の
い
ず
れ
か
を
基
本
と

す
る
。

①�

参
集
開
催

②�

完
全
ウ
ェ
ブ
開
催

③�

参
集
・
ウ
ェ
ブ
の
併
用
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
）
開
催

４
．�

情
報
公
開
・
共
有
・
提
供
の
あ

り
方
や
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
活

動
強
化
を
踏
ま
え
た
体
制
（
シ

ス
テ
ム
）
構
築

⑴�

目
的

①�

多
く
の
会
員
が
活
動
に
参
画
で
き

る
機
会
の
確
保

②�

情
報
収
集
等
の
即
応
性
の
向
上

③�

情
報
の
一
元
化
を
は
か
る
こ
と
に

よ
る
運
営
の
効
率
化

④�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
お

よ
び
タ
イ
ム
ラ
グ
の
削
減

⑤�

各
種
研
修
会
の
有
意
性
の
向
上

⑥�

各
会
員
の
参
加
意
欲
の
向
上

⑵�

シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

　

当
面
す
る
諸
行
事
に
つ
い
て
は
、

状
況
に
応
じ
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
お
よ
び
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
を
活
用
し
て
運
営

を
行
う
。

　

ま
た
、
情
報
共
有
機
能
を
有
す
る

ア
プ
リ
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
個
別
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
構
築
し
て
い
る
単
協
や
県
消
協
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
消
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
「
単
協
紹
介
」
と
リ
ン
ク
す

る
な
ど
、
活
動
の
見
え
る
化
を
は
か

る
と
と
も
に
、
特
徴
的
な
取
り
組
み

や
課
題
へ
の
対
応
な
ど
の
集
約
を
強

化
す
る
。

⑶
必
要
資
器
材
に
つ
い
て

　

ウ
ェ
ブ
会
議
の
導
入
や
「
３
．

２
０
２
２
年
度
以
降
当
面
の
諸
行
事

に
関
す
る
考
え
方
」
へ
の
対
応
も
踏

ま
え
、
必
要
な
資
器
材
の
配
布
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
の
検
討
事
項
に
つ
い
て

全
消
協 

副
会
長　

沼
田 

健
太
郎

全
消
協 

副
会
長　

須
藤 

洋
典

質
問
者 �

北
海
道
消
協 

会
長

遠
藤 

貴
幸
（
北
海
道 

音
威

子
府
村
消
協
）

回
答
者 �

事
務
局
長　

竹
内 

洋
司

❶�

全
消
協
役
員
に
対
す
る
活
動
補
助

費
制
度
（
仮
）
の
創
設

　

全
消
協
に
お
け
る
担
い
手
の
確
保
・

育
成
の
観
点
も
踏
ま
え
、
様
々
な
要

素
を
勘
案
し
検
討
す
る
時
期
が
来
た

と
認
識
し
て
い
る
。
他
方
、
財
政
面

な
ど
様
々
な
懸
念
材
料
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
丁
寧
か
つ
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
際
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
ご
意
見
も

頂
戴
し
た
い
。

❷�

ユ
ー
ス
部
・
女
性
連
絡
会
の
活
動

の
活
性
化

　

ユ
ー
ス
部
・
女
性
連
絡
会
の
予
算

に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
増
額
し
て
い
る
。

引
き
続
き
財
政
的
な
支
援
活
動
の
方

向
性
を
示
し
各
地
域
で
の
ユ
ー
ス
世
代
、

女
性
職
員
の
発
掘
に
繋
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ス
部
・

女
性
連
絡
会
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
も

全
消
協
幹
事
と
連
帯
し
な
が
ら
ユ
ー

ス
世
代
・
女
性
会
員
の
組
織
強
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
人
材
発
掘
等
の
観

点
か
ら
も
活
性
化
に
む
け
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。 

質
問
者 �

大
分
県
消
協 

副
会
長

岡 

大
祐
（
大
分
県 

佐
伯
市

消
協
）

回
答
者 �

事
務
局
長　

竹
内 

洋
司

❶�

脱
会
し
て
い
る
宮
崎
市
消
協
・
都

城
市
消
協
と
の
協
議
の
進
捗
状
況

　

総
会
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
宮
崎

質
疑
応
答
各
道
府
県
代
表
者
４
名
か
ら
次
の
と
お
り
質
疑
が
な
さ
れ
、
全
消
協
か
ら
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
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市
消
協
・
都
城
市
消
協
と
面
談
を
行
い
、

引
き
続
き
私
た
ち
と
共
に
連
帯
し
活

動
を
し
よ
う
と
い
う
思
い
は
伝
え
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
現
地
で

の
活
動
が
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
る
が
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
佐
藤
幹
事
を
中
心

に
積
極
的
な
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

今
後
も
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、

当
地
に
伺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば

意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質�

問
者 �

香
川
県
消
協 

組
織
強
化
拡
大

委
員

松
岡 

あ
ゆ
お
（
香
川
県 

大

川
広
域
消
協
）

回
答
者 �

副
会
長　

須
藤 

洋
典

❶�

組
織
強
化
・
拡
大
特
別
支
援
金
の

申
請
書
の
提
出
状
況

　

９
ブ
ロ
ッ
ク
全
て
か
ら
申
請
書
の

提
出
が
出
て
き
て
い
る

❷�

組
織
強
化
・
拡
大
特
別
支
援
金
を

会
計
年
度
で
あ
る
６
月
末
ま
で
に

使
え
な
か
っ
た
場
合

　

執
行
さ
れ
て
い
な
い
支
援
金
に
つ

い
て
は
返
金
し
て
い
た
だ
く
。

❸�

次
年
度
以
降
ど
の
よ
う
な
金
額
設

定
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

不
公
平
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
等

に
活
動
で
き
る
よ
う
な
金
額
の
割

り
振
り
や
使
用
に
係
る
要
綱
の
緩

和
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

不
公
平
感
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
執
行
し
た

事
業
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
報
告
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
他
方
、

支
援
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
各
県
ブ

ロ
ッ
ク
の
実
情
に
合
わ
せ
る
な
ど
、

あ
る
程
度
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
縛
り
を
設
け
す
ぎ
る
こ
と
で

柔
軟
な
活
動
の
展
開
へ
と
つ
な
が
ら

な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
、
実
施
さ
れ
た
事

業
の
結
果
も
見
な
が
ら
不
公
平
感
の

解
消
や
活
動
活
性
化
に
む
け
て
精
査

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
者 �
北
海
道
消
協 

会
長

�

遠
藤 
貴
幸

回
答
者 

各
県
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
等

❶�

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
ユ
ー
ス
部
・

女
性
連
絡
会
の
組
織
化
に
向
け
た

取
り
組
み

◆�

佐
藤 

昭
徳
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

ユ
ー
ス
部
組
織
化
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
全
消
協
の
Ｐ
Ｓ
Ｉ
加
盟
で

あ
る
。
ユ
ー
ス
部
を
組
織
化
す
る
こ

と
が
目
的
化
し
て
い
る
の
で
は
と
の

疑
念
も
あ
り
、
全
消
協
に
意
見
を
挙

げ
る
た
め
に
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
も

ユ
ー
ス
部
を
組
織
化
し
た
上
で
す
べ

き
と
の
考
え
が
あ
っ
た
た
め
。
そ
の

中
で
ユ
ー
ス
部
の
活
動
を
し
て
き
た

仲
間
が
各
県
の
代
表
者
や
各
県
消
協

の
会
長
に
な
る
な
ど
、
そ
の
人
た
ち

が
活
動
の
根
幹
を
担
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

女
性
連
絡
会
は
独
自
の
目
線
で
活
動

し
て
い
た
だ
く
が
、
県
単
位
で
も
会

員
数
が
少
な
い
中
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ

れ
ば
た
く
さ
ん
の
女
性
が
集
ま
り
話

し
合
い
が
で
き
る
の
で
は
と
い
う
こ

と
で
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
活
動
を

活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

◆��

山
端 

孝
明
（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

例
年
ユ
ー
ス
世
代
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
を
実
施
し
て
お
り
、
ユ
ー
ス

世
代
を
中
心
に
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
２
ヵ
月
に
１
度
開
催
し

て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
各
県
１
名
の

ユ
ー
ス
の
参
加
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

女
性
連
絡
会
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
で
年
に
１
度
女
性
の
集
ま
り
が
あ

る
が
、
協
議
会
名
に
抵
抗
が
あ
る
未

組
織
消
防
本
部
が
あ
る
こ
と
か
ら
協

議
会
名
は
出
さ
ず
、
携
わ
れ
る
部
分

が
あ
れ
ば
協
議
会
と
し
て
携
わ
っ
て

い
る
。

◆�

西
尾 
基
貴
（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

福
山
消
防
職
員
親
和
会
に
の
み
青

年
部
が
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
定
期

総
会
や
各
種
学
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
の
青
年
を
対
象
と
し
た

学
習
会
へ
の
参
加
要
請
や
近
隣
の

ユ
ー
ス
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
。
会
員
数
の
少
な
い

単
協
で
は
ユ
ー
ス
世
代
が
主
と
な
り

協
議
会
活
動
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

ユ
ー
ス
世
代
に
二
重
に
負
担
を
か
け

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
予

算
の
関
係
で
組
織
化
に
向
け
て
踏
み

出
せ
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
今
後
の

協
議
会
を
担
っ
て
い
く
人
材
の
育
成

を
す
る
た
め
に
は
青
年
部
の
組
織
化

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

女
性
連
絡
会
は
中
国
・
近
畿
・
東

海
で
共
同
し
、
次
期
幹
事
へ
の
足
掛

か
り
と
す
る
た
め
の
学
習
会
の
開
催

や
未
組
織
消
防
職
場
の
女
性
吏
員
を

含
め
た
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
。

◆�

山
田 

哲
也
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

ユ
ー
ス
部
が
協
議
会
員
全
体
の
約

８
割
を
占
め
て
お
り
、
ユ
ー
ス
部
と

し
て
活
動
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
現
状
。
ユ
ー
ス
部

を
解
散
し
た
単
協
も
あ
り
、
ユ
ー
ス

部
だ
け
を
独
立
さ
せ
る
の
は
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
厳
し
い
。
女
性
会
員
は

３
名
し
か
お
ら
ず
、
単
独
は
難
し
い

の
が
現
状
。

◆�

浦
野 

慎
治
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

三
重

県
消
協 

会
長
）

　

現
在
ユ
ー
ス
部
・
女
性
連
絡
会
は

な
い
が
、
組
織
強
化
・
拡
大
特
別
支

援
金
を
活
用
し
、
３
月
18
日
に
ユ
ー

ス
世
代
・
女
性
対
象
の
学
習
会
を
開

催
予
定
。
現
全
消
協
ユ
ー
ス
幹
事
、

元
女
性
連
絡
会
幹
事
に
講
師
を
務
め

て
い
た
だ
き
、
こ
の
学
習
会
を
通
じ

て
ユ
ー
ス
・
女
性
世
代
の
活
性
化
に

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◆�

斉
藤 

好
太
郎
（
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
幹

事
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
が
な
い
こ
と
か
ら
長
野

県
消
協
が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る

の
が
実
情
。
年
に
数
回
不
定
期
で
は

あ
る
が
、
ユ
ー
ス
世
代
を
対
象
に
学

習
会
や
交
流
会
を
実
施
し
て
い
る
。

女
性
連
絡
会
は
女
性
数
が
少
な
い
た
め
、

関
東
甲
ブ
ロ
ッ
ク
や
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

と
合
同
で
学
習
会
等
を
実
施
し
た
経

過
が
あ
る
。

◆�

田
立 

理
（
関
東
甲
ブ
ロ
ッ
ク 

全
消

協 

事
務
局
次
長
）

　

ユ
ー
ス
世
代
と
い
っ
た
形
で
分
け

て
い
な
い
。
会
議
に
は
ユ
ー
ス
世
代
・

女
性
が
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
、

ユ
ー
ス
世
代
・
女
性
が
増
え
る
と
検

討
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
が
、
現

状
で
は
共
同
で
活
動
が
で
き
て
い
る

た
め
し
ば
ら
く
様
子
を
見
た
い
。

◆��

髙
木 

伸
也
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

ユ
ー
ス
部
・
女
性
連
絡
会
は
な
い
が
、

各
単
協
に
35
歳
以
下

の
会
員
を
集
め
た
グ

ル
ー
プ
は
あ
る
。
過
去

に
ユ
ー
ス
部
設
立
に
向

け
た
会
議
を
実
施
し
て

き
た
経
過
は
あ
る
が
設

立
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
女
性
会
員
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
組
織

設
立
に
向
け
て
女
性
会

員
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
組
織

強
化
・
拡
大
特
別
支
援

金
な
ど
を
活
用
し
取
り

進
め
て
い
き
た
い
。

◆�

小
野 

英
一
（
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

　

ユ
ー
ス
・
女
性
部
設
立
に
向
け
て

現
在
活
動
中
。
道
消
協
で
は
年
に
１
回
、

青
年
と
女
性
を
対
象
に
し
た
青
年
女

性
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

女
性
を
集
め
た
女
性
交
流
会
を
開
催

し
て
い
る
。
今
年
度
は
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
選
出
し

て
い
る
女
性
連
絡
会
の
幹
事
、
ユ
ー

ス
部
の
幹
事
が
主
と
な
り
、
研
修
会

の
開
催
に
向
け
て
準
備
に
あ
た
っ
て

い
る
。
北
海
道
は
広
大
な
面
積
が
あ

る
た
め
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
ユ
ー
ス
世
代

の
代
表
を
１
名
ず
つ
出
し
て
い
た
だ
き
、

女
性
・
ユ
ー
ス
代
表
と
協
力
し
な
が

ら
研
修
会
を
開
催
す
る
方
向
で
動
い

て
い
る
。
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第
51
回
労
働
講
座︵
ウ
ェ
ブ
講
座
︶

　

６
月
18
日
、
ウ
ェ
ブ
を
併
用
し
た
研

究
集
会
を
開
催
し
、
１
８
８
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　

午
前
は
、
岩
手
県
大
船
渡
地
区
消
防

組
合
職
員
互
助
会
、
萩
野
渉
会
長
か
ら

﹁
東
日
本
大
震
災
時
の
活
動
﹂
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
今
年
で
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
と
な
り
、
全
消
協

と
し
て
も
、
こ
の
未
曽
有
の
災
害
に
つ

い
て
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、

全
国
で
現
場
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
、
災
害
対
応
を
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

午
後
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
機
能
を
活
用

し
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
の
テ
ー
マ
を
、
①
﹁
コ

ロ
ナ
禍
も
含
め
た
現
場
課
題
等
に
つ
い

て
﹂、
②
﹁
今
後
の
全
消
協
活
動
に
つ

い
て
（
具
体
的
活
動
方
針
﹂
の
２
点
に

設
定
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全
国

の
交
流
が
減
っ
て
い
る
中
で
あ
っ
た
が
、

グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
の
共
有
や
、
顔
の
見
え
る
関
係
の

構
築
に
む
け
て
は
、
有
効
な
手
段
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

各
種
集
会
の
運
用
改
善
に
む
け
た
意
見

集
約
の
機
会
と
し
た
。

　

５
月
７
日
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
て
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

１
１
８
人
（
う
ち
未
組
織
職
場
参
加
者
３
人
）
が
各
地
の
自
治

労
県
本
部
や
自
宅
な
ど
か
ら
参
加
、
村
上
会
長
か
ら
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
、
講
座
を
開
始
し
た
。

　

全
消
協
幹
事
が
、
６
つ
の
講
座
で
講
師
を
務
め
、
参
加
者
は

各
講
座
で
学
習
を
深
め
た
。

・
講
座
Ⅰ
「
組
織
強
化
・
拡
大
」

　（
佐
藤
昭
徳
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

・
講
座
Ⅱ
「
労
働
安
全
衛
生
」

　（
山
端
孝
明
　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

・
講
座
Ⅲ
「
①
賃
金
・
②
労
働
条
件
」

　（
髙
木
伸
也
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

・
講
座
Ⅳ
「
財
政
」

（
斉
藤
好
太
郎
　
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

・
講
座
Ⅴ
「
男
女
平
等
参
画
」

　（
長
谷
川
亜
純
　
女
性
連
絡
会
代
表
）

・
講
座
Ⅵ
「
国
際
連
帯
活
動
」

　（
竹
内
洋
司
　
全
消
協
事
務
局
長
）

　

ま
た
、
参
集
開
催
と
同
様
に
「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
」

の
機
能
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
討
議
の
時
間
を
設
け
、
参
加
者
同

士
で
課
題
の
共
有
や
、
活
発
な
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
会
員
相

互
の
繋
が
り
を
築
い
た
。

　

最
後
に
、
須
藤
洋
典
副
会
長
が
、「
今
回
の
講
座
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
知
識
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
県
消
協
、
単
協
の
活
動
に
生

か
し
て
、
職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
、
誇
り
と
や
り
が
い
を
も
っ

て
仕
事
に
望
む
よ
う
願
っ
て
い
る
」
と
総
括
を
行
い
終
了
し
た
。

研究集会について研究集会について

写真は第51回労働講座。
感染対策を講じ学習を深めた

研究集会では、職場課題やコロナ禍での活動に関して活発な議論が行われた
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「
〇
〇
日
午
前
〇
時
頃
、
〇
〇
区
の
住
宅
か

ら
火
が
出
ま
し
た
。
〇
〇
消
防
庁
の
ポ
ン

プ
車
な
ど
35
台
が
駆
け
つ
け
、
火
は
お
よ

そ
２
時
間
半
後
に
消
し
止
め
ら
れ
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
に
「
消
防
車
35
台
と
は
、
ほ
ぼ
私
の
地
域
の
、
全

署
、
全
総
力
の
出
動
台
数
だ
な
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
じ
気
象
状
況
、
同
じ
立
地
条
件
、
同
じ
構
造
の
全
く
同
じ
住
宅
が
２

棟
建
っ
て
い
た
場
合
に
、
大
都
市
と
田
舎
で
延
焼
の
し
か
た
に
違
い
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

違
い
が
な
い
の
に
、
一
方
で
は
消
防
力
の
整
備
指
針
に
基
づ
い
た
乗
車

人
員
が
乗
車
し
、
35
台
の
消
防
車
が
出
動
し
て
、
一
方
で
は
、
２
〜
３
人

が
乗
車
し
た
消
防
車
が
２
〜
３
台
出
動
し
、
消
火
活
動
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
に
、
た
だ
単
に
「
す
ご
い
出
動
台

数
だ
な
」
と
思
う
の
か
、「
住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
り
、
住
民
に
提
供
す
る

消
防
行
政
に
不
公
平
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
」
と
考
え
る
の
か
は
、
そ
の

人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
り
異
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

１
５
０
人
以
上
の
消
防
職
員
が
出
動
す
る
の
に
対
し
、
一
方
で
は
10
人

程
度
が
出
動
す
る
。
消
火
活
動
と
い
う
労
働
力
を
提
供
す
る
現
場
に
お
い

て
も
こ
れ
だ
け
の
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
差
は
、
隊
員

一
人
ひ
と
り
の
安
全
に
か
か
わ
り
、
私
た
ち
が
安
全
に
活
動
で
き
て
こ
そ
、

任
務
が
遂
行
さ
れ
、
結
果
的
に
住
民
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
活
動
後
に
検
証
等
を
し
た
時
に
、
有
効
な
活
動
が
で
き
ず
、
反
省

点
が
出
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
現
場
に
出
動
し
た
隊
員
た

ち
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。
必
ず
し
も
隊
員
の
活
動
が
原
因
と
は
限
ら
ず
、

そ
の
組
織
の
職
員
数
、
出
動
台
数
が
根
本
的
な
原
因
の
場
合
も
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

時
々
、
災
害
活
動
の
後
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
し
た
、
労
働
環
境
、
労
働

条
件
を
労
働
者
と
し
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

斉
藤
好
太
郎
（
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
・
長
野
県
上
田
消
協
）

次回、全消協の予定

新潟市消協の取り組み

須坂消協の取り組み

第52回労働講座

単協代表者会議

２０２１自治労春闘動画コンテストへの応募

2021春闘

新潟市消協春闘アピール

2021年12月9日

2022年2月

須坂市消防職員協議会　丸山�浩志／山岸�数馬

新潟市消防職員協議会

ハイブリッド（ウェブ・参集併用）開催　東京都

ハイブリッド（ウェブ・参集併用）開催　東京都

最新最新のの全消協活動全消協活動
をを配信中です配信中です

ぜひ、ぜひ、アクセスアクセスやや「いいね！」「いいね！」
をお願いします。をお願いします。

全消協全消協
TwitterTwitter

女性連絡会女性連絡会
FacebookFacebook

全消協全消協
FacebookFacebook

全消協全消協
ホームページホームページ

ユース部ユース部
FacebookFacebook

女性連絡会女性連絡会
InstagramInstagram

　

今
回
、
須
坂
消
協
と
し
て

２
０
２
１
自
治
労
春
闘
動
画
コ
ン
テ

ス
ト
へ
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

去
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

計
画
し
て
い
た
協
議
会
活
動
の
中
止

が
相
次
ぎ
、
幹
事
会
で
も
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索
す
る
日
々

が
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

自
治
労
か
ら
こ
の
企
画
へ
の
誘
い
が

あ
り
、
応
募
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
と
な
っ
た
。

　

動
画
の
内
容
は
シ
ン
プ
ル
に
３
点

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
制
作
し
た
。

①
消
防
職
場
の
勤
務
に
つ
い
て
少
し

で
も
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
②
消
防
署
の
あ
る
あ
る
で
ク
ス
ッ
と

　

新
潟
県
本
部
組
織
拡
大
担
当
者
か

ら
街
頭
行
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
連
絡
が
入
っ
た
。
普
段
か
ら

の
繋
が
り
の
お
か
げ
で
あ
り
、
あ
り

が
た
い
言
葉
で
あ
る
。
何
を
伝
え
よ

う
か
。
市
民
に
関
係
の
あ
る
こ
と
及

び
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
と
し
て
①
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
か
ら
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に

つ
い
て
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
の
救
急
隊
の
現
状
を
テ
ー
マ
に

し
た
。

　

緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、

装
備
に
特
化
し
た
。
３
月
の
寒
空
下
、

エ
ア
テ
ン
ト
を
使
っ
て
野
営
す
る
本

部
も
あ
れ
ば
、
運
動
会
で
使
う
よ
う

な
テ
ン
ト
に
垂
れ
幕
を
付
け
た
だ
け

し
て
も
ら
う
こ
と

③
身
近
な
と
こ
ろ
に
労
働
災
害
の
危

険
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

　

動
画
の
制
作
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
簡
単
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

４
回
も
撮
り
直
す
こ
と
に
な
り
、
転

ん
で
地
面
に
付
く
手
も
赤
く
な
り
痛

か
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
動
画

編
集
も
慣
れ
な
い
作
業
だ
っ
た
が
、

楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
消
防

の
労
働
環
境
は
大
変
な
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

同
じ
仲
間
と
し
て
団
結
し
乗
り
越
え

て
い
こ
う
‼

で
野
営
し
て
い
る
消
防
本
部
も
あ
っ

た
。
被
災
地
住
民
も
緊
急
消
防
援
助

隊
に
は
期
待
を
し
て
く
れ
て
お
り
、

よ
り
良
い
活
動
を
す
る
た
め
に
最
低

限
の
衣
食
住
の
用
意
は
必
要
で
あ
る
。

県
隊
と
し
て
行
動
す
る
以
上
、
市
町

村
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
県
の
関
与

も
必
要
だ
と
訴
え
た
。

　

次
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
救
急
隊
の
現

状
で
あ
る
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
救

急
隊
員
も
陽
性
者
の
搬
送
を
し
て
い

る
。
知
ら
な
い
う
ち
に
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
タ
ク
ト
も
し
て
い
る
。
現
場
で

苦
労
も
し
て
い
る
。
国
は
も
っ
と
救

急
隊
が
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

を
広
報
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

だ
が
本
当
に
訴
え
た
い
こ
と
は
、

「
感
染
防
御
資
器
材
は
用
意
す
る
、

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
も
認
め
る
、

し
か
し
感
染
症
対
応
従
事
者
と
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

一
方
で
、
雇
用
形
態
や
資
格
、
業
務

に
関
わ
ら
ず
幅
広
い
範
囲
の
医
療
機

関
従
事
者
は
感
染
症
対
応
従
事
者
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
違

和
感
を
覚
え
て
い
る
消
防
士
は
多
く

い
る
と
思
う
。

　

団
結
権
を
持
た
な
い
我
々
消
防
士

に
と
っ
て
自
治
労
は
強
力
な
パ
ー
ト

ナ
ー
。
普
段
か
ら
各
県
本
部
と
の
繋

が
り
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
く
こ
と

が
、
今
も
そ
し
て
今
後
も
現
場
で
活

躍
す
る
消
防
士
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
。


